

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































かかわったアジア・アフリカ・ラテンアメリカ文化会議に出たり、週 4 日大学で 1 限から
4限までびっちり履修し、週 3日間は今までと同じ量販店で働くという充実かつハードな 4
年間を過ごしました。取得単位は多分200単位近くなったと思いますから、我ながらよく勉



















































































































































師 2カ所で糊をしのぐ 1年間を過ごすことができました。これであと 2、3年はガマンしな
ければならないかな、それにしても奨学金の返還が困ったなと思っていたところへ、有難
いことに、他大へ転じていた大学院時代の先生が、ある短大で新設のコミュニケーション
関連学科があり、そこで学科長が新任を捜しているので君を推薦しておいた、という電話
をもらいました。その短期大学の学科長とは日本マス・コミュニケーション学会大会の会
員控室でたまたま女性雑誌の研究について話したことがあって、小さな面識はありました。
大学院時代の先生が「モロハシというのがいるが」と言ったら「ああ、モロハシ君なら知
っている」ということで、トントン拍子に決まったわけです。
それにしても、学会で 1 回話しただけの先生であり、大学院時代の先生も指導教員では
なく、授業は毎年のように履修し修士論文の副査もしてもらったものの、今は別の大学に
転じた先生です。これも自分が結んできた人とのつながりで、自分の人生を切り拓くこと
ができ、ツキがめぐってきたと思いました。35歳にして初めて正規の職を得たのですが、
大学院の同期や同じ歳の友人たちの中で、これでも 1 番の就職者でした。1992年のことで
す。
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5──バブル経済時代と女性行政の進展時期
博士後期課程時代の80年代半ばから90年頃まで、社会はバブル経済のまっただ中でした。
学部生たちは就職の内定社の数を競い、我われ院生は研究所や知人関係のつてで年末年始
の宴会に追われる日々でした。専門学校の入学式、クリスマスパーティー、卒業式なども
みな、舞浜のディズニーランド近くのシェラトンでおこなわれ、飲み食いし放題でした。
テレビでは織田裕二のトレンディドラマが視聴率を上げ、フジテレビが民放のトップにな
っていました。誰もが高額なＮＴＴ株をこぞって買い、生命保険会社がゴッホの絵を57億
円で購入しました。クリスマス・イブの日のスキー場と東京ベイヒルトンは何カ月も前か
ら予約で満員だったそうです。91年には芝浦でワンレンのミニスカ女性たちが、「お立ち台」
で扇子を振っていました。
狂った日本は、その後のバブル崩壊とともに、1995年の阪神・淡路大震災とオウム真理
教による地下鉄サリン事件で、とどめを刺されます。
一方、東欧やソビエト連邦の体制が崩壊し、東西ドイツが統一され、中東では米国によ
るテレビゲーム戦争が仕掛けられ、中国では「自由」を国家が弾圧する天安門事件が起き
るなど、世界はなだれを打って変わってゆき、結果として先に言ったような米国の一国主
義化を招くことになりました。20世紀末には世界も狂ってきた感じがします。
もっとも、ジェンダー領域では、様ざまな進展が見られた時代でもありました。ＮＧＯ
や地域の女性たちが動かす形で、各地方自治体に女性政策推進のための担当部署ができ、
行動計画がつくられ、女性センターが設立されてそこに様ざまな学習団体やネットワーク
が集い、女性たちが力をつけてゆきました。95年には北京で第 4 回目にあたる世界女性会
議が開かれ、政府間会議のほかにＮＧＯ会議と各種ワークショップが持たれ、日本から多
くの人たちが参加しました。その中から、日本軍戦時性奴隷やドメスティックバイオレン
ス、売買春など、「暴力」というテーマが浮上してきました。
この北京会議への参加体験は、貴重なものでした。ＮＧＯ会議は政府間会議と異なる場
所の北京郊外で持たれ、会場には学校やその周辺の建造物が充てられていました。世界中
から集まった多様な女性たちをウォッチングするだけでも楽しく、同時間に何百と開催さ
れているワークショップにおける、各国女性たちのアグレッシブさにも色いろと驚かされ
ました。会場では、よく一緒に講演をした福島瑞穂さんや、田中和子さんとの共編著『ジ
ェンダーからみた新聞のうら・おもて』で 1 章を書いてもらった、のちにアジア女性国際
戦犯法廷の主宰者の 1 人となる松井やよりさん――その後亡くなってしまいますが――、
毎日新聞大阪のフェミニズム記者である畑律江さん、日本語における女性表現の批判で知
られる遠藤織枝さんなど、普段だとなかなか会えない人たちといちどきに会うことができ
たのもいい想い出です。もちろん、井上さんも参加していました。
北京会議で刺激を得たのは我われだけでなかったらしく、その後日本政府は、ＮＧＯな
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どからのパブリックコメントを受けて、男女共同参画2000年プランや行動計画を策定して
いきます。どうやら国も、女男平等を推進しないと少子高齢社会を生き延びられないとい
うことに気づき、少し本気になり始めたのがこの世紀末でした。リブから始まった女性の
当事者運動は、行政をも動かすようになったのです。個人的にも、自治体の女男平等推進
のためのプランづくりや条例づくりの委員会・審議会の委員として依頼を受けるようにな
るのが、北京会議前後くらいからです。
しかしながら、21世紀に入ると、これらのうねりに対する大きな反動の波、バックラッ
シュがジェンダー界を襲います。
情報メディア環境の変容と個人のタコツボ化
その後、社会の変化と、技術的インフラの進展、それにともなって人びとの意識とが相
俟って、情報メディア環境が急速に変わりました。ケータイやインターネットが情報行動
や人間関係・社会関係を変えたのみならず、我われの存在様式、たとえば社会的に構築さ
れるジェンダーに関する意識や態度をも変えてしまったのです。それは、ひとことで言っ
て「ジェンダーへの開き直り」のようなものではないかと思っています。
「大きな物語」を失った時代、人びとのタコツボ化とともに多様で個別の情報がいともた
やすく得られ、個別のコミュニケーションができる環境が短期間に整ってしまいました。
たとえば待ち合わせにはあらかじめ当事者間で時間と場所を決めて、その約束を履行する
ことが求められました。万が一待ち合わせに間に合わないような場合には、駅では伝言板
が活躍したわけです。ところがケータイ電話の普及とともに、人びとは約束をしなくなり
ました。いったん時間と場所を決めて集まる必要がなくなり、直接現地集合することが可
能となり、同時に遅刻やドタキャンが簡単にできるようになったのです。また、かつては
電話は一家に 1 台のもので居間や玄関にあり、家族全員が共有するもので、しかもその使
用権はヒエラルキーがあって親が優先であり、「長電話」は御法度でした。また、夜中には
電話をかけてもかけられてもいけないものでした。一家を目覚めさせますし、夜中の電話
は身内の誰かが死んだという不吉なものと決まっていたからです。あるいは辞書を引いた
り調べものをする時には、不必要な情報からいかに必要な情報にアプローチするかのノウ
ハウがあり、同時に不必要な情報も否応なく眼に入るところに意味がありました。ところ
が、電子辞書はそのことばの意味が一発で出てきますし、ネット環境は調べものの手間を
一挙に軽減しました。
問題は、我われがそういった社会を望んできたことです。「大きな政府」ではなく「小さ
な政府」を望み、約束に縛られない自由な行動を望み、親が監視しない自分自身のテレビ
や電話を望み、情報をたちどころに得ることのできるテクノロジーを望んできたのは他な
らぬ我われでした。
そのようにして、一見個人の多様性と自由が保障される世の中ができたような気がして
くると、個人は社会的連帯というものに急激に興味を失ってゆきます。新聞を読まなくな
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り、本を読まなくなり、社会のできごとや他者への興味をなくし、ひたすら自分の欲望に
動物的に忠実になり、世紀末から新世紀にかけて「動物化するポストモダン」社会がアッ
という間に成立しました。「ものを知らない」ことが恥ではなくなり、自分の興味がある特
化した情報のみを消費するオタクが市民権を得ます。大江が言っていた「全体的知識人」
などというのは、加藤周一のような人亡きあと、もはや見あたりません。
個人の全能感は――これも我われが望んできたことですが――よく言えば「人は人、自
分は自分」という無関心さを呼び起こし、社会的タブーを失わせ、それは結果として「私
は女らしくありたいから女らしいファッションをする」「自分は女と男は本質的に違うと思
うので性別役割は当然だと思う」といったような主張を“迷い”や“配慮”なく言える環
境をつくりました。これが、「ジェンダーへの開き直り」と言った意味です。
これは、在日するアジア人に対する露骨な差別発言や暴力的行動など、他のことにもい
えます。バックラッシュは、9 ・11の米国と日本を象徴的メルクマールとする、弱肉強食
による格差社会の「負け組」を「自己責任」とするネオリベラリズムを機動力としながら、
「大きな物語」を失った世界が米国の単独主義を許しつつ他はどんどんタコツボ化・孤立化
していった間隙をぬって出てきた思潮だったのではないかと思います。そこにはまた、閉
塞した社会の中で、「敵」を措定することによってルサンチマンを吸収する動機や機能があ
りました。性という二分法を脱構築しようとするフェミニズムやジェンダー界、女性が労
働の場に出て男性に家事・育児・介護も担ってもらおうという女男共同参画行政は、家族
やその延長である国家を破壊するという理由で恰好のターゲットとなったのです。
──終わりに
同時代体験、読書体験、音楽や映画体験、大学や大学院での勉強、自分で構築してきた
ネットワークなどが、自分の政治的社会化と大きくかかわり、存在や意識を規定している
ということを強く自覚します。タコツボ化した電子メディア社会において、現代の人びと
の社会化というものがあることは確かでしょう。しかし、そういった集合体の結果が、近
未来においてどういう社会や文化、政治をもたらすか、一抹の不安がないではありません。
1999年に現在の大学に移り、学部や大学院の授業でジョン・フィスクなどのカルチュラ
ルスタディーズや、エドワード・サイード、ベネディクト・アンダーソンなどのポストコ
ロニアリズムを論じるようになりました。また、文学部や国際交流学部などでの多くの科
目が、ディアスポラの語りや、文化のハイブリディティに注目したり、主流文化に対する
抵抗的な読みの可能性について考察するなど、ジェンダーやエスニシティ、ポピュラーカ
ルチャーの政治性をめぐって新たな多様性に注目する科目が並び、面白い状況にあると思
います。かつてより本を読まなくなり、音楽を聴かなくなり、映画を観なくなってしまい
ましたが、それでもサイードやスピヴァクなどの本から学ぶことはまだまだあり、勉強は
とどまるところを知りません。自分の米国批判もさらに拍車がかかってきたように思いま
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す。ジェンダーとメディア研究にこだわりながら、射程を広げていくつもりです。
「もはや戦後ではない」と言われた1950年代半ばに生まれた者も、もはや中年というより
初老の領域となり、親はそろそろ寿命で、こちらの持ち時間もそれほどありません。井上
さんが定年を迎えるわけです。現在は、市民運動などに「先祖返り」しながら、遅々とし
てではありますが憲法 9 条の実現を求めたり、日本の戦争責任の問題を考えたりしていま
す。司会をしてくださっている道場さんとも同じ市民運動グループに属しています。その
延長線上で、アウシュビッツとビルケナウの収容所に行ったり、サイパンの戦跡やテニア
ンの原爆搭載の地に行ったり、しばしば沖縄の米軍基地に行ったり、ヒロシマに行ったり、
また韓国や台湾に行ったりしています。日本軍によって戦時性奴隷にされていたハルモニ
たちが暮らすナヌムの家にも何回か行きました。トルコで東西文明が出会うさまを間近で
見たのものまた貴重な経験でした。
また、自治体の女男共同参画行政の各種審議会・委員会の委員をやったりしながら、阿
部さんが実践しておられるＤＶ防止対策などの端っこにかかわったりもしています。一方、
女性学の最新動向や理論などについては、優秀でより若手である千田さんから学ばせても
らうことで手を抜かせてもらっています。運動から始まった女性学は、自分自身の中でも
また運動と結びつきながら、学問と実践との橋渡しをしているようにも思います。
今日は、個人的な思想遍歴を通じて、女性学・ジェンダー論と自分とのかかわりをお話
しさせていただきました。
─────────────［もろはし たいき・フェリス女学院大学文学部コミュニケーション学科教授］
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